
(57)【要約】

【課題】　地球環境にやさしいクリーンな太陽光のエネ

ルギーにより、特に集光した紫外光を活用して光電流を

発生させ、水を分解してクリーンなエネルギーの水素を

製造すること。

【解決手段】　太陽光を集光するフレネルレンズ１と、

このフレネルレンズ１にて集光した太陽光を所定の場所

に導く石英ガラス製の光導ファイバー３と、この光導フ

ァイバー３にて導かれた太陽光を紫外光６に変換する波

長変換装置４とを設ける。さらに、この波長変換装置４

からの紫外光６を所定の場所に導く光導ファイバー５と

、この光導ファイバー５の先端側の端面に対向して水槽

１０内に配置されている酸化チタン電極１６と、この酸

化チタン電極１６と対極となる白金電極１７とを設けて

いる。

【選択図】　　　　図１
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 太 陽 光 を 集 光 す る フ レ ネ ル レ ン ズ （ １ ） と 、 こ の フ レ ネ ル レ ン ズ （ １ ） に て 集 光 し た 太
陽 光 を 所 定 の 場 所 に 導 く 石 英 ガ ラ ス 製 の 光 導 フ ァ イ バ ー （ ３ ） と 、 こ の 光 導 フ ァ イ バ ー （
３ ） に て 導 か れ た 太 陽 光 を 紫 外 光 （ ６ ） に 変 換 す る 波 長 変 換 装 置 （ ４ ） と 、 こ の 波 長 変 換
装 置 （ ４ ） か ら の 紫 外 光 （ ６ ） を 所 定 の 場 所 に 導 く 光 導 フ ァ イ バ ー （ ５ ） と 、 こ の 光 導 フ
ァ イ バ ー （ ５ ） の 先 端 側 の 端 面 に 対 向 し て 水 槽 （ １ ０ ） 内 に 配 置 さ れ て い る 酸 化 チ タ ン 電
極 （ １ ６ ） と 、 こ の 酸 化 チ タ ン 電 極 （ １ ６ ） と 対 極 と な る 白 金 電 極 （ １ ７ ） と で 構 成 さ れ
て い る こ と を 特 徴 と す る 太 陽 光 の 集 光 利 用 に よ る 水 素 製 造 装 置 。
【 請 求 項 ２ 】
　 前 記 白 金 電 極 （ １ ７ ） か ら 発 生 す る 水 素 は ボ ン ベ （ ３ ４ ） に て 貯 蔵 さ れ 、 前 記 酸 化 チ タ
ン 電 極 （ １ ６ ） か ら 発 生 す る 酸 素 は ボ ン ベ （ ３ ３ ） に て 貯 蔵 し て い る こ と を 特 徴 と す る 請
求 項 １ に 記 載 の 太 陽 光 の 集 光 利 用 に よ る 水 素 製 造 装 置 。
【 請 求 項 ３ 】
　 太 陽 光 を 追 尾 す る 太 陽 光 追 尾 装 置 （ ２ ） を 備 え て い る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ ま た は
請 求 項 ２ に 記 載 の 太 陽 光 の 集 光 利 用 に よ る 水 素 製 造 装 置 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 本 田 ・ 藤 島 効 果 を 利 用 し た 太 陽 光 の 集 光 利 用 に よ る 水 素 製 造 装 置 に 関 す る も
の で あ る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 従 来 よ り 、 化 石 燃 料 を 燃 焼 し た 熱 を エ ネ ル ギ ー 源 と し た 発 電 装 置 や 、 熱 利 用 装 置 は 多 く
提 供 さ れ て き て い る 。 こ れ ら の 発 電 装 置 や 熱 利 用 装 置 は 、 化 石 燃 料 を 燃 焼 さ せ て い る こ と
か ら 、 二 酸 化 炭 素 が 大 量 に 排 出 さ れ 、 そ の た め 、 地 球 環 境 汚 染 や 地 球 温 暖 化 ガ ス の 問 題 が
発 生 し て い る 。
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 本 発 明 は 上 述 の 問 題 点 に 鑑 み て 提 供 し た も の で あ っ て 、 地 球 環 境 に や さ し い ク リ ー ン な
太 陽 光 の エ ネ ル ギ ー に よ り 、 特 に 集 光 し た 紫 外 光 を 活 用 し て 光 電 流 を 発 生 さ せ 、 水 を 分 解
し て ク リ ー ン な エ ネ ル ギ ー の 水 素 を 製 造 す る こ と を 目 的 と し た 太 陽 光 の 集 光 利 用 に よ る 水
素 製 造 装 置 を 提 供 す る も の で あ る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 そ こ で 、 本 発 明 の 請 求 項 １ に 記 載 の 太 陽 光 の 集 光 利 用 に よ る 水 素 製 造 装 置 で は 、 太 陽 光
を 集 光 す る フ レ ネ ル レ ン ズ １ と 、 こ の フ レ ネ ル レ ン ズ １ に て 集 光 し た 太 陽 光 を 所 定 の 場 所
に 導 く 石 英 ガ ラ ス 製 の 光 導 フ ァ イ バ ー ３ と 、 こ の 光 導 フ ァ イ バ ー ３ に て 導 か れ た 太 陽 光 を
紫 外 光 ６ に 変 換 す る 波 長 変 換 装 置 ４ と 、 こ の 波 長 変 換 装 置 ４ か ら の 紫 外 光 ６ を 所 定 の 場 所
に 導 く 光 導 フ ァ イ バ ー ５ と 、 こ の 光 導 フ ァ イ バ ー ５ の 先 端 側 の 端 面 に 対 向 し て 水 槽 １ ０ 内
に 配 置 さ れ て い る 酸 化 チ タ ン 電 極 １ ６ と 、 こ の 酸 化 チ タ ン 電 極 １ ６ と 対 極 と な る 白 金 電 極
１ ７ と で 構 成 さ れ て い る こ と を 特 徴 と し て い る 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 請 求 項 ２ に 記 載 の 太 陽 光 の 集 光 利 用 に よ る 水 素 製 造 装 置 で は 、 前 記 白 金 電 極 １ ７ か ら 発
生 す る 水 素 は ボ ン ベ ３ ４ に て 貯 蔵 さ れ 、 前 記 酸 化 チ タ ン 電 極 １ ６ か ら 発 生 す る 酸 素 は ボ ン
ベ ３ ３ に て 貯 蔵 し て い る こ と を 特 徴 と し て い る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 請 求 項 ３ に 記 載 の 太 陽 光 の 集 光 利 用 に よ る 水 素 製 造 装 置 で は 、 太 陽 光 を 追 尾 す る 太 陽 光
追 尾 装 置 ２ を 備 え て い る こ と を 特 徴 と し て い る 。
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【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 本 発 明 の 請 求 項 １ に 記 載 の 太 陽 光 の 集 光 利 用 に よ る 水 素 製 造 装 置 に よ れ ば 、 太 陽 光 を 集
光 す る フ レ ネ ル レ ン ズ １ と 、 こ の フ レ ネ ル レ ン ズ １ に て 集 光 し た 太 陽 光 を 所 定 の 場 所 に 導
く 石 英 ガ ラ ス 製 の 光 導 フ ァ イ バ ー ３ と 、 こ の 光 導 フ ァ イ バ ー ３ に て 導 か れ た 太 陽 光 を 紫 外
光 ６ に 変 換 す る 波 長 変 換 装 置 ４ と 、 こ の 波 長 変 換 装 置 ４ か ら の 紫 外 光 ６ を 所 定 の 場 所 に 導
く 光 導 フ ァ イ バ ー ５ と 、 こ の 光 導 フ ァ イ バ ー ５ の 先 端 側 の 端 面 に 対 向 し て 水 槽 １ ０ 内 に 配
置 さ れ て い る 酸 化 チ タ ン 電 極 １ ６ と 、 こ の 酸 化 チ タ ン 電 極 １ ６ と 対 極 と な る 白 金 電 極 １ ７
と で 構 成 し て い る の で 、 太 陽 光 を 有 効 に 利 用 で き る と 共 に 、 酸 素 と 水 素 の 分 解 作 用 の ス ピ
ー ド を 非 常 に 上 げ る こ と が で き る 。 こ れ に よ り 、 単 に 太 陽 光 の 紫 外 光 を 電 極 に 照 射 す る の
と 比 べ て 、 短 時 間 に 水 素 と 酸 素 と を 生 成 で き 、 し か も 大 量 に 生 成 す る こ と が で き る 。 ま た
、 地 球 環 境 に や さ し い ク リ ー ン な 太 陽 光 を 集 光 し た エ ネ ル ギ ー 源 を 独 創 的 に 、 有 効 に 、 確
実 に 、 且 つ 安 全 に 利 用 し て 水 素 を 製 造 す る こ と が で き る も の で あ る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 請 求 項 ２ に 記 載 の 太 陽 光 の 集 光 利 用 に よ る 水 素 製 造 装 置 に よ れ ば 、 白 金 電 極 １ ７ か ら 発
生 す る 水 素 は ボ ン ベ ３ ４ に て 貯 蔵 さ れ 、 前 記 酸 化 チ タ ン 電 極 １ ６ か ら 発 生 す る 酸 素 は ボ ン
ベ ３ ３ に て 貯 蔵 し て い る の で 、 水 素 を 貯 蔵 し た ボ ン ベ ３ ４ は ど こ へ で も 持 ち 運 び が 容 易 と
な り 、 こ の ボ ン ベ ３ ４ に 貯 蔵 さ れ た 水 素 を 地 球 環 境 に や さ し い ク リ ー ン な エ ネ ル ギ ー 源 と
し て 幅 広 く 様 々 に 活 用 さ れ る こ と に な る 。 ま た 、 酸 化 チ タ ン 電 極 １ ６ か ら 発 生 し た 酸 素 は
、 ボ ン ベ ３ ３ に 貯 蔵 さ れ 、 ボ ン ベ ３ ３ に て 持 ち 運 び が 容 易 と な り 、 医 療 用 等 を 含 め て 幅 広
く 活 用 さ れ る こ と に な る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 請 求 項 ３ に 記 載 の 太 陽 光 の 集 光 利 用 に よ る 水 素 製 造 装 置 に よ れ ば 、 太 陽 光 を 追 尾 す る 太
陽 光 追 尾 装 置 ２ を 備 え て い る の で 、 太 陽 光 を 有 効 に 、 且 つ 確 実 に 利 用 す る こ と が で き る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ １ ０ 】
　 以 下 、 本 発 明 の 実 施 の 形 態 を 図 面 を 参 照 し て 詳 細 に 説 明 す る 。 図 １ は 本 発 明 の シ ス テ ム
構 成 図 を 示 し て い る 。 本 発 明 は 、 本 田 ・ 藤 島 効 果 を 利 用 し た 太 陽 光 の 集 光 利 用 に よ る 水 素
製 造 装 置 で あ る 。
　 と こ ろ で 、 水 素 は 、 燃 焼 さ せ て も 水 が 生 成 さ れ る だ け で 、 二 酸 化 炭 素 等 の 地 球 温 暖 化 に
大 い に 影 響 を 与 え る 物 質 が 発 生 せ ず 、 究 極 の ク リ ー ン エ ネ ル ギ ー と 呼 ば れ る よ う に 燃 焼 電
池 車 の 利 用 に 限 ら ず 、 エ ネ ル ギ ー 問 題 、 地 球 環 境 問 題 の 解 決 策 と し て 非 常 に 重 要 な 役 割 を
果 た す も の と 大 い に 期 待 さ れ て い る 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 図 １ に 示 す よ う に 、 太 陽 光 を 集 光 し た エ ネ ル ギ ー 源 を 利 用 す る た め に 、 ア ク リ ル 製 の フ
レ ネ ル レ ン ズ １ で も っ て 太 陽 光 を 集 光 し 、 さ ら に 、 太 陽 光 を 有 効 に 且 つ 確 実 に 集 光 す る た
め に 太 陽 光 追 尾 装 置 ２ を 設 け て い る 。 こ の 太 陽 光 追 尾 装 置 ２ は 、 昼 間 の 時 刻 と 共 に 太 陽 の
位 置 が 変 化 す る の を 図 外 の セ ン サ ー に て 検 出 し 、 太 陽 の 位 置 変 化 に 応 じ て フ レ ネ ル レ ン ズ
１ の 方 位 角 と 仰 角 と を 制 御 し て い る 。 こ れ に よ り 、 フ レ ネ ル レ ン ズ １ の 集 光 面 を 太 陽 に 向
け て 太 陽 光 を 有 効 且 つ 確 実 に 集 光 し 、 利 用 す る こ と が で き る 。
　 な お 、 フ レ ネ ル レ ン ズ １ は 、 直 径 が 例 え ば 、 ９ ０ ｃ ｍ ～ ２ ０ ｍ ま で の 任 意 の 直 径 の も の
が 使 用 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 上 記 フ レ ネ ル レ ン ズ １ に て 集 光 し た 太 陽 光 は 石 英 ガ ラ ス 製 の 光 導 フ ァ イ バ ー ３ に て 受 け
ら れ る よ う に な っ て お り 、 こ の 光 導 フ ァ イ バ ー ３ に よ り 上 記 フ レ ネ ル レ ン ズ １ で 集 光 し た
太 陽 光 を 確 実 に 、 安 全 に 、 ロ ス 無 く 、 目 的 の 場 所 に 導 く よ う に し て い る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 光 導 フ ァ イ バ ー ３ の 他 端 の 端 面 は 、 上 記 目 的 の 場 所 で あ る 波 長 変 換 装 置 ４ の 一 面 に 対 向
し て お り 、 こ の 波 長 変 換 装 置 ４ は 、 太 陽 光 の エ ネ ル ギ ー を す べ て 変 換 す る 紫 外 光 発 生 ボ ー
ド 等 か ら な る 。 こ の 波 長 変 換 装 置 ４ に よ り 、 光 導 フ ァ イ バ ー ３ か ら 導 か れ た 光 が す べ て 紫
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外 光 に 変 換 さ れ る 。
　 上 記 波 長 変 換 装 置 ４ の 出 力 面 に は 石 英 ガ ラ ス 製 の 光 導 フ ァ イ バ ー ５ の 一 方 の 端 面 が 対 向
配 置 さ れ て い て 、 こ の 光 導 フ ァ イ バ ー ５ の 他 方 の 端 面 側 へ 紫 外 光 ６ を 導 い て い る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 ま た 、 水 槽 １ ０ は 略 中 央 部 分 に 設 け た 隔 壁 １ １ に て 左 右 に 右 室 １ ２ と 左 室 １ ３ と に 分 離
さ れ て お り 、 右 室 １ ２ と 左 室 １ ３ に は そ れ ぞ れ 水 １ ４ が 入 れ て あ る 。 水 槽 １ ０ の 右 室 １ ２
内 に は ｎ 型 半 導 体 の 酸 化 チ タ ン 電 極 １ ６ が 配 置 さ れ て お り 、 こ の 酸 化 チ タ ン 電 極 １ ６ と 対
極 と な る 白 金 電 極 １ ７ が 他 方 の 左 室 １ ３ 内 に 配 置 さ れ て い る 。
　 そ し て 、 酸 化 チ タ ン 電 極 １ ６ と 白 金 電 極 １ ７ に は 、 電 源 線 １ ８ に て そ れ ぞ れ 電 源 １ ９ が
接 続 さ れ て い る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 水 槽 １ ０ の 右 室 １ ２ の 側 部 に は 、 光 導 フ ァ イ バ ー ５ を 挿 入 す る 挿 入 口 ２ ２ が 設 け ら れ て
お り 、 こ の 挿 入 口 ２ ２ に 光 導 フ ァ イ バ ー ５ の 他 方 の 端 部 が 挿 入 さ れ て 、 該 光 導 フ ァ イ バ ー
５ の 端 面 を 酸 化 チ タ ン 電 極 １ ６ の 一 面 に 対 向 配 置 し て い る 。 な お 、 挿 入 口 ２ ２ に 入 れ た 光
導 フ ァ イ バ ー ５ は 密 封 し て 水 槽 １ ０ 内 の 水 １ ４ が 外 部 に 流 れ 出 な い よ う に し て い る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 波 長 変 換 装 置 ４ に て 変 換 さ れ た 紫 外 光 が 光 導 フ ァ イ バ ー ５ に て 水 槽 １ ０ 内 の 酸 化 チ タ ン
電 極 １ ６ 側 へ 導 か れ 、 光 導 フ ァ イ バ ー ５ の 端 面 か ら 酸 化 チ タ ン 電 極 １ ６ に 紫 外 光 が 照 射 さ
れ る こ と に よ り 、 酸 化 チ タ ン 電 極 １ ６ の 表 面 に は 光 電 流 が 流 れ る 。 こ れ に よ り 酸 化 チ タ ン
電 極 １ ６ の 表 面 で は 酸 素 が 発 生 し 、 対 極 の 白 金 電 極 １ ７ の 表 面 か ら は 水 素 が 発 生 す る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 水 槽 １ ０ の 右 室 １ ２ と 左 室 １ ３ の 上 部 開 口 面 は フ タ 体 ２ ３ 、 ２ ４ に て そ れ ぞ れ 密 封 さ れ
て い て 、 両 フ タ 体 ２ ３ 、 ２ ４ に は そ れ ぞ れ 排 出 管 ２ ５ 、 ２ ６ が 挿 通 さ れ て い る 。 そ し て 、
排 出 管 ２ ５ 、 ２ ６ の 内 部 と 右 室 １ ２ と 左 室 １ ３ の 上 部 の 空 間 と は 連 通 し 、 ま た 、 排 出 管 ２
５ の 上 部 に は 酸 化 チ タ ン 電 極 １ ６ か ら 発 生 し た 酸 素 を 取 り 出 す た め の 酸 素 取 り 出 し 部 ２ ７
が 設 け ら れ て い る 。 さ ら に 他 方 の 排 出 管 ２ ６ の 上 部 に は 白 金 電 極 １ ７ か ら 発 生 し た 水 素 を
取 り 出 す た め の 水 素 取 り 出 し 部 ２ ８ が 設 け ら れ て い る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 ま た 、 排 出 管 ２ ５ の 酸 素 取 り 出 し 部 ２ ７ に は チ ュ ー ブ ３ ０ の 一 端 が 接 続 さ れ て い て 、 こ
の チ ュ ー ブ ３ ０ の 他 端 に は 酸 素 を 貯 蔵 す る た め の ボ ン ベ ３ ３ が 接 続 さ れ て い る 。 他 方 の 排
出 管 ２ ６ の 水 素 取 り 出 し 部 ２ ８ に も チ ュ ー ブ ３ １ 一 端 が 接 続 さ れ て い て 、 こ の チ ュ ー ブ ３
１ の 他 端 に は 水 素 を 貯 蔵 す る た め の ボ ン ベ ３ ４ が 接 続 さ れ て い る 。
　 な お 、 水 素 を 充 填 す る ボ ン ベ ３ ４ の 種 類 と し て は 、 水 素 吸 蔵 合 金 ボ ン ベ 、 水 素 吸 蔵 カ ー
ボ ン フ ラ ー レ ン ボ ン ベ 、 素 吸 蔵 カ ー ボ ン ナ ノ チ ュ ー ブ ボ ン ベ 、 水 素 ガ ス ボ ン ベ 、 液 体 水 素
ボ ン ベ な ど で あ る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 こ の よ う に し て 、 白 金 電 極 １ ７ に て 発 生 し た 水 素 は 、 排 出 管 ２ ５ 、 チ ュ ー ブ ３ １ を 介 し
て ボ ン ベ ３ ４ に 貯 蔵 さ れ る 。 水 素 を 貯 蔵 し た ボ ン ベ ３ ４ は ど こ へ で も 持 ち 運 び が 容 易 と な
り 、 こ の ボ ン ベ ３ ４ に 貯 蔵 さ れ た 水 素 を 地 球 環 境 に や さ し い ク リ ー ン な エ ネ ル ギ ー 源 と し
て 幅 広 く 様 々 に 活 用 さ れ る こ と に な る 。 ま た 、 酸 化 チ タ ン 電 極 １ ６ か ら 発 生 し た 酸 素 は 、
ボ ン ベ ３ ３ に 貯 蔵 さ れ 、 ボ ン ベ ３ ３ に て 持 ち 運 び が 容 易 と な り 、 医 療 用 等 を 含 め て 幅 広 く
活 用 さ れ る こ と に な る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 特 に 、 本 発 明 で は 、 フ レ ネ ル レ ン ズ １ に て 太 陽 光 を 集 光 し 、 こ の 集 光 し た 光 を 光 導 フ ァ
イ バ ー ３ で 波 長 変 換 装 置 ４ へ と 導 き 、 さ ら に こ の 波 長 変 換 装 置 ４ に て 太 陽 光 を 全 て 紫 外 光
６ に 変 換 し 、 こ の 変 換 さ れ た 紫 外 光 ６ を 導 く 光 導 フ ァ イ バ ー ５ の 端 面 を 酸 化 チ タ ン 電 極 １
６ の 一 面 に 対 向 配 置 し て い る こ と で 、 太 陽 光 を 有 効 に 利 用 で き る と 共 に 、 酸 素 と 水 素 の 分
解 作 用 の ス ピ ー ド を 非 常 に 上 げ る こ と が で き る 。 こ れ に よ り 、 単 に 太 陽 光 の 紫 外 光 を 電 極
に 照 射 す る の と 比 べ て 、 短 時 間 に 水 素 と 酸 素 と を 生 成 で き 、 し か も 大 量 に 生 成 す る こ と が
で き る 。
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【 ０ ０ ２ １ 】
　 こ の よ う に 本 実 施 形 態 で は 、 地 球 環 境 に や さ し い ク リ ー ン な 太 陽 光 を 集 光 し た エ ネ ル ギ
ー 源 を 独 創 的 に 、 有 効 に 、 確 実 に 、 且 つ 安 全 に 利 用 し て 水 素 を 製 造 す る こ と が で き る も の
で あ る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ２ ２ 】
【 図 １ 】 本 発 明 の 実 施 の 形 態 に お け る 太 陽 光 の 集 光 利 用 に よ る 水 素 製 造 装 置 の シ ス テ ム 構
成 図 で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 　 １ 　 フ レ ネ ル レ ン ズ
　 　 ２ 　 太 陽 光 追 尾 装 置
　 　 ３ 　 光 導 フ ァ イ バ ー
　 　 ４ 　 波 長 変 換 装 置
　 　 ５ 　 光 導 フ ァ イ バ ー
　 　 ６ 　 紫 外 光
　 １ ０ 　 水 槽
　 １ ６ 　 酸 化 チ タ ン 電 極
　 １ ７ 　 白 金 電 極
　 ３ ３ 　 ボ ン ベ
　 ３ ４ 　 ボ ン ベ

10

20

【 図 １ 】

(5) JP 2006-264992 A 2006.10.5


	bibliographic-data
	abstract
	claims
	description
	drawings

